
写真で見る、H26年度 中村地区社協の活動 

 

 

 

  災害の話をしている中で、AED のある場所を意外  

 と知らない人の多いこともあり、中村地区社協幹事 

の研修テーマとした。 

AED(Automated External Defibrillator 

自動体外式除細動器) 

心肺蘇生の機会は、外よりもむしろ家庭での遭遇の 

確立が高いとのことで大変勉強になりました。 

日時 : H26 年 6 月 8 日(日) 中村自治会館 

指導 : 綾瀬市消防本部 三村副所長以下 4 人 

出席者 : 中村地区社協 幹事 30 人 

内容 :   

・心配蘇生法①胸骨圧迫 30 回②人工呼吸 2 回繰返し 

 ・AED バッグにタオル(体を拭く)、髭そり(胸毛そる)、 

   感染予防マスクなどが入っている 

・AED は成人と小児用のモードスイッチがある 

・AED セット後に適用 OK ランプで電気ショックを 

   行い、再び胸骨圧迫しながら救急車を待つ 

 ・市内公共施設の AED 設置状況 

 ・救急車の利用、119 番通報について 

 ・「未然に防ごう電気器具の火災」ビデオ 

コンセントにほこり付着で発火(ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ現象)など 

◆日頃から AED や防災について家族で話しましょう ! 市消防本部の方々のご協力ありがとう 

ございました。  

 

 

 

切迫感ある光景 (2 班に分かれ全員が実技) 

 

救急救命の「重要な道具の AED の使い方の実技」と 

 「防災の話」の研修を行いました 
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間違った電気器具の使用は火災を招く 

(記 : 馬場) 
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AED の電気ショック後も胸骨圧迫は続けます 

 

人工呼吸 

プロの指導は完璧です 

エ―ッ! ヨシッ救急車が来るまで頑張るゾ

ッ 

 

他人ごとじゃない! みなさん真剣そのものでした 

中村自治会館に置いてある

AED です 

バッグの表側にはﾀｵﾙ･ﾊｻﾐ･

ﾏｽｸなどが入っている 

バッテリーは交換タイプで

担当が定期点検している 

肋骨は折れても

大丈夫? OK ﾃﾞｽ 

中村地区社会福祉協議会 


